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○厚真町厚南会館条例 

昭和５４年１０月１７日 

条例第３０号 

改正 平成元年６月２４日条例第３０号 

平成４年３月２６日条例第１１号 

平成９年３月３１日条例第７号 

（目的） 

第１条 この条例は、厚真町厚南会館の設置及び管理について必要な事項を定

めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 厚真町の住民のために広く利用に供し、生活文化の向上と福祉の増進

に寄与するため厚真町厚南会館（以下「厚南会館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第３条 厚南会館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 厚真町厚南会館 

位置 厚真町字上厚真２１９番地の１ 

（職員） 

第４条 厚南会館に次の職員を置く。 

館長 １人 

職員 若干人 

（使用許可） 

第５条 厚南会館を使用しようとする者は、あらかじめ町長の許可を受けなけ

ればならない。 

２ 町長は、厚南会館の管理上必要があるときは、前項の許可に条件を付する

ことができる。 

（使用の制限） 

第６条 厚南会館の使用が次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可
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しないものとする。 

（１） 風俗を害し、又は秩序を乱すおそれがあるとき。 

（２） 施設及び備品等をき損し、又は滅失するおそれがあるとき。 

（３） その他厚南会館の運営管理上支障があるとき。 

（使用許可の取消し） 

第７条 使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）が、次の各号のいず

れかに該当すると認めたときは、使用の条件を変更し、又は使用を停止し、

若しくは許可を取り消すことができる。 

（１） この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。 

（２） 使用許可の条件に違反したとき。 

（３） その他町長が管理上特に必要があると認めたとき。 

（使用料） 

第８条 厚南会館の使用者は、別表に定める使用料を納付しなければならない。

ただし、公のために使用する場合及び公共団体、社会教育、社会福祉、文化

の向上を目的とする団体等が、その活動目的のために行う事業に使用する場

合その他町長が特別の事由があると認めたときは、使用料を無料とする。 

（使用料の返還） 

第９条 既に納付した使用料は返還しない。ただし、特別の事由による場合で、

町長が返還することを相当と認めたときは、使用料の全部又は一部を返還す

ることができる。 

（使用者の義務） 

第１０条 使用者は、許可を受けた目的以外に使用し、又はその使用の権利を

譲り渡し、若しくは転貸することができない。 

２ 使用者は、その使用を終ったとき、又は使用を停止されたとき、若しくは

使用の許可を取り消されたときは、直ちにその使用場所を現状に復して返還

しなければならない。 

３ 使用者が前項の義務を履行しないときは、町長においてこれを代行し、そ
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の費用を使用者から徴収するものとする。 

（特別施設の承認） 

第１１条 使用者は、その使用にあたって特別の設備を設け、又は特殊物件を

搬入しようとするときは、あらかじめ町長の許可を受けなければならない。 

（損害賠償） 

第１２条 使用者は、その責に帰すべき事由により、その使用中に施設及び備

品等をき損し、又は滅失したときは、これによって生じた損害を賠償しなけ

ればならない。 

（規則への委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は別に規則で定める。 

附 則 

この条例は、昭和５４年１２月２０日から施行する。 

附 則（平成元年６月２４日条例第３０号） 

この条例は、平成元年１０月１日から施行する。 

附 則（平成４年３月２６日条例第１１号） 

この条例は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年３月３１日条例第７号） 

この条例は、平成９年４月１日から施行する。 

別表（第８条関係） 

厚南会館使用料 

（単位 円） 

階

別 

区分 

種別 

午前 午後 夜間 全日 

午前９時から

正午まで 

午後１時から

午後５時まで 

午後６時から

午後１０時ま

で 

午前９時から

午後１０時ま

で 

１ 大集会室 ２，４１０ ２，８３０ ３，２５０ ７，３５０ 

１ 和室 ６３０ ８４０ ９４０ ２，１００ 
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１ パントリー ４２０ ５２０ ６３０ １，３６０ 

２ 小会議室 ３１０ ４２０ ５２０ １，１５０ 

２ 研修室 ４２０ ５２０ ６３０ １，３６０ 

２ 第２会議室 ８４０ １，０５０ １，２６０ ２，７３０ 

備考 

１ 季節区分 

夏季 ５月１日から９月３０日まで 

冬季 １０月１日から４月３０日まで 

２ 冬季の暖房期間中は、上表使用料の３割増の額とする。 

３ 営利目的又は入場料を徴する事業その他これに類する事業の使用料は、

名称のいかんにかかわらず、上表使用料の３倍の額とする。 

４ 和室及び研修室を間仕切りして、１室のみを使用する場合には、上表

使用料の２分の１の額とする。 

 


